
自然を大事にした「立山黒部」世界ブランド化を

　

ひ
づ
め
県
議
は
一
般
質
問
で
、①
環
日
本
海
の
非
核
化
と
平
和
行
政 

②「
立
山

黒
部
」世
界
ブ
ラ
ン
ド
化 

③
障
害
者
雇
用
水
増
し
と
県
立
高
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置 

④
県
営
住
宅
の
家
賃
減
免
制
度
と
国
保
負
担
軽
減 

⑤
介
護
保
険
制
度
、に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
め
ざ
し
て
、
知

事
が
設
置
し
た
「
立
山
黒
部
」
世
界
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
会
議
。３
月
に
県
が
、
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
建
設
に
２
ル
ー
ト
案
を
示
し

ま
し
た（
左
図
参
照
）。

 

環
境
省
国
立
公
園
課
長

 「
弥
陀
ヶ
原
案
は
認
め
ら
れ
な
い
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
立
山
自
然
保
護
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
３
月
に
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地
で
あ
る
弥
陀
ヶ
原
周
辺
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
建
設
は
自
然
や
景
観
を

壊
す
」
と
の
意
見
書
を
提
出
。推
進
会
議

の
場
で
は
、
環
境
省
国
立
公
園
課
長
か
ら

も
、
弥
陀
ヶ
原
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
等
の
新

設
は「
認
め
ら
れ
な
い
」し
、
立
山
・
美
女

平
間
も「
可
能
性
は
あ
り
え
る
が
」「
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
更
新
よ
り
環
境
影
響
が
小
さ

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
」
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
石
井
知
事
は
「
外
国
人
観

光
客
誘
致
は
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
」
と

強
硬
で
す
。

ひ
づ
め
県
議
は
「
ま
ず
、
少
な
く
と
も
弥

陀
ヶ
原
案
は
撤
回
す
べ
き
」
と
述
べ
ま
し

た
。

3/20 県が推進会議に提案したロープウェーの案
　　　 県の提案　その①称名滝駅から弥陀ヶ原駅
　　　　 　　　　その②立山駅から美女平駅（

本会議
一般質問
9/19

 

立
山
駅
周
辺
の
整
備
、

　
ブ
ナ
林
や
遊
歩
道
の
整
備
こ
そ

　

ひ
づ
め
県
議
は
、
観
光
振
興
の
た
め

に
、
む
し
ろ
立
山
駅
周
辺
の
魅
力
向
上
、

繁
忙
期
の
混
雑
対
策
、
遊
歩
道
整
備
、
観

光
ガ
イ
ド
支
援
、
ブ
ナ
林
の
整
備
な
ど
が

大
切
だ
と
強
調
。県
の
取
り
組
み
を
求
め

ま
し
た
。

 

核
兵
器
禁
止
条
約
に

　
日
本
政
府
の
参
加
を
促
す
べ
き

　

昨
年
７
月
国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵

器
禁
止
条
約
に
は
、
す
で
に
69
か
国
が
署

名
し
、
19
か
国
が
批
准
（
９
月
現
在
）。核

兵
器
禁
止
条
約
を
求
め
た
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
に
は
、
21
県
の
知
事
が
賛
同

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
石
井
知
事
は
「
核
兵
器
国
と

非
核
兵
器
保
有
国
の
対
立
を
深
め
る
懸

念
が
あ
る
と
い
う
の
が
政
府
の
立
場
」
と

答
弁
。安
倍
内
閣
に
追
随
す
る
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

  

県
内
被
爆
者
と
連
携
し
て

　
　
　
　  

非
核
平
和
行
政
を

　

県
内
で
も
昨
年
「
被
爆
２
・
３
世

の
会
」が
結
成
さ
れ
、県
被
爆
者
協
議

会
が
次
世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

ひ
づ
め
県
議
は
、
協
議
会
と
の
定

期
的
懇
談
や
被
爆
２
世
健
康
手
帳
の

発
行
な
ど
、
県
内
被
爆
者
へ
の
支
援

を
求
め
ま
し
た
。

弥陀ヶ原周辺のロープウエー案は、
　　　　　　　　　　  撤回すべき

9/19 本会議で

7/19 「非核の政府を求める富山」の会と山崎
康至副知事が、非核平和行政について懇談

県営住宅、国保、介護
　　　　県民の暮らしへの支援を

 

県
営
住
宅
家
賃
減
免
制
度

　
　
　
周
知
徹
底
を
求
め
る

　

２
月
議
会
で
の
ひ
づ
め
県
議
の

質
問
に
応
え
、
新
た
な
減
免
制
度

が
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
実
収
入

で
月
５
・
２
万
円
以
下
の
世
帯
が

対
象
で
す
が
、
医
療
費
支
出
も
考

慮
さ
れ
ま
す
。
土
木
部
長
か
ら
は

「
こ
れ
ま
で
の
申
請
は
２
８
４
件
」

「
さ
ら
に
周
知
に
努
め
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

 

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

　
子
ど
も
の
均
等
割
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
軽
減
を

　

今
年
か
ら
県
に
移
管
し
た
国
民

健
康
保
険
。「
高
く
て
保
険
料
が
払

え
な
い
」と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
富
山
市
で
は
、所
得
２
０

０
万
円
で
60
歳
代
の
夫
婦
と
子
供

２
人
の
世
帯
の
場
合
、年
間
保
険
料

は
38
・
２
万
円
に
も
。子
ど
も
が
一

人
増
え
る
た
び
に
、保
険
料
が
３

３
，８
４
０
円
上
が
り
ま
す
。

　

ひ
づ
め
県
議
は
、
こ
の
「
子
ど

も
の
均
等
割
り
」
の
廃
止
、
減
免

を
提
案
。
厚
生
部
長
は
「
国
に
要

望
す
る
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

 

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は

　
　
　
　
　
　
喫
緊
の
課
題

　

３
年
前
の
介
護
報
酬
大
幅
引
き

下
げ
も
あ
り
、
介
護
事
業
所
の
経

営
難
と
職
員
不
足
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
ま
す
。
厚
生
部
長
も
「
県
内
13

事
業
所
が
、
施
設
の
利
用
を
制
限

し
て
い
る
」
と
答
弁
。

　

ひ
づ
め
県
議
は
、
介
護
報
酬
の

回
復
・
引
き
上
げ
、
国
負
担
に
よ

る
職
員
の
大
胆
な
処
遇
改
善
を
県

が
国
に
強
く
求
め
る
べ
き
と
述
べ

ま
し
た
。

「
経
営
安
定
基
金
」の
取
り
崩
し

　
　
　
　
　   

　
　
　
15
億
円
縮
減

　

様
々
な
努
力
で
、
予
想
さ
れ
た
乗
客
減
少

を
食
い
止
め
て
き
た
あ
い
の
風
鉄
道
。
ひ
づ

め
県
議
は
、
１
年
半
後
に
予
定
さ
れ
る
運
賃

値
上
げ
（
開
業
前
比
19
％
、通
学
定
期
５
％
）

を
、
回
避
す
べ
き
と
主
張
。
経
営
安
定
基
金

65
億
円
の
、
取
り
崩
し
も
、
計
画
よ
り
15
億

円
縮
減
で
き
て
い
ま
す
。
県
は
「
各
方
面
と

よ
く
協
議
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
富
山
市
下
冨
居
の
新
駅

　
　    

周
辺
住
民
の
要
望
実
現
を

　

お
よ
そ
３
年
後
に
設
置
が
予
定
さ
れ
る
富

山
・
東
富
山
間
の
新
駅
。
西
側
の
駅
前
広
場

や
駐
輪
場
設
置
、
周
辺
道
路
の
拡
幅
な
ど
、

周
辺
住
民
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
富
山
市
と
十
分
連
携
し
て
取
り
組
む
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

 

相
次
ぐ
自
然
災
害

　  

地
域
防
災
組
織
や

　
　   

住
民
避
難
訓
練
へ
の
支
援
を

　

大
規
模
な
自
然
災
害
が
続
い
た
今
年
。
富

山
市
内
で
も
豪
雪
、
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど

で
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
富
山
市
内
の
自
主

防
災
組
織
率
は
62
・
５
％
（
全
県
80
・
１
％
）

で
、
住
民
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
町
内
も
ま

だ
少
数
で

す
。
県
の
支

援
強
化
を
求

め
ま
し
た
。

　９月に２回開催された経営企画委員会。
ひづめ県議は、あいの風とやま鉄道の利便
性向上、防災対策、障害者雇用水増し問題
を、取り上げました。

あいの風とやま鉄道
２年後の運賃値上げを止め、
　　　　　　　利便性向上を

災害の続いた今年
（8/31 富山市下冨居での
道路冠水の現場で）

経営企画
委員会
9/6.27


